
平成25年度監査報告書

干LF茂26年6月20日

国立大学法人山ロ大学

学長岡正朗殿

国立大学法へ山ロ大学

監..事..シ友々・ ユ　砿

'、3い

'
r

・
"…

三
λ
…

▽

～
=

＼
←
運

"
ハ事
…

監
…

私ども監事は、国立大学法左法第11粂第1項に基づき、国立大学法人山ロ大学の平成

25年度〔自平成25年4EjlEI、至る平成26年3月31N>の会計及びその他の業務に

ついて監査を実施しましたその結果に基づき、協議の上、本報告書を作成し,次のとお

り報告します.

1.監査の方法の概要

年度初めに策定した監査計画に従い、役員会、経営協議会・、その他重要な会議に出席す

るほか、役員(監事を除く、以下同じ)等から答所管事業の報告を聴取し、重要な決裁書

類等を閲覧しましたさらに、事務局、学部、大学院、附属病院及びその他の教育研究施

設において業務及ひ財産の場犬況を調査しましたまた、会計監査人新日本有限貴任監査法

ノ＼から監査計画、監査実施の状況及び監査結果の説明を受け、財務諸表、決算報告書及σ・

事業報告書につき検討を加えました

2、監査の結果

〔1)財務諸表は、国立大学法人山ロ大学の財政状態、運営状況、キャ・ソシュ・フローの状

況、当期恭処分利益の処分内容及び業務実施コストの状況を適正に表示しているも

のと認めます

〔2)決算報告書は、予算の区分に従って決算の状況を適正に表示し'〔いるものと認め実

す、二

(3)事業報告書は、固立大学法人山ロ大学の業務運営の状況を適正に示し.ているものと

認めます

(1)平成25年度の年度計画に基づき業務が逼正に運営さオ!"(いるものと認めます

(5)会計監査尺新日本有限責任監査,去ノ＼の監査の方法及び結果は相当てあると認めます

(6)役員の職務執行1:関し、不正の行為尺は法令若しくは規定に違反.する重たな事実は

認められ実せん

以上


